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アナトールの「墓」としての
マラルメ晩年の三部作
加 藤 美雄
第1章：マラルメの「遺稿」
マラルメの文学を理解するためにはおよそ捷径というものはありえない
と考えられている。事実そうであろう。しかしそのための方法を模索する
うちに，やほりここでも一般の文学と同じように，思考，思索方向の統一． 
性またほ一貫性，むしろ流れというべきものを心にしかと持つことからは
じめねばならないように思われる。しかしもう一つの方法としてほ作家の． ．．． 
表現の特徴，むしろくせのようなものをとらえて，その特徴ないしくせの
ようなものをその作品へと移行させつつ，作品のなかの単語ないし短かい． 
句の意味上の一致ないし符合を発見することであろう。ここでは前者の方
法，即ち思索方向の一貫性のあらわれとして，マラルメ晩年の「墓」の思
想1)を類推的に適応する試みを試行してみようとしているのである。とは
いってもこれは筆者の独創でほなく，また創意によるものでもない。もっ
ばらフランスの研究家たちの最近の仕事2)に便乗した，いわば追跡調査に
属するものといいうるであろう。
1) tombeauという言葉は，マラルメの場合，「墓と頌」 {Tombeauxet Hommages► 
の一群の詩篇にみられ， それはいわば一つの genreのようなものになっている。
とりわけ sonnet(Pour votre chere morte, son am心にはじまる詩篇）に見られる
地下の人との対応を試みる形式はマラルメの「墓」に関する詩篇の原型として，
いわば霊界との対話を形成している。この形式及びその他詩人や芸術家を回顧する
「墓」の形式がどのようにしてマラルメの心の中に定着していったかを考えるとき，
これらの墓詩篇へのマラルメ独自の思考方法が特別に扱われる必要があることを痛. . .
感している。その思考の発生と発展が，いわば「墓」の思想だといえる。
?＊ 
ことほ1961年に遡る。Jean-PierreRichard <D「アナトールの墓のために」，
Pour un Tombeau d'Anatole, (Ed. du Seuil) (1961)3)のなかに発表された
マラルメの「遺稿」， {lesnotes)としての202篇の断章4) (半ば自由詩のよ
うに改行の多い散文）に端を発することになる。マラルメの娘 Genevieve,
即ち後の E.Bonniot夫人のコレクションに属していたこの「遺稿」がHenri
Mondor教授の手を経て，本書の注釈者ジャン・ピエール・リシャール氏
の手に委ねられたのであった。
この「遺稿」は．一見してわかるように，一つの悲劇的事件，即ち，マ
ラルメの一人息子Anatole(通称くtole)と家庭でほ呼ばれていた）の死に
まつわる記録であり．またこれほ，このわずか 8オ余で他界したアナトー
ル (1871年7月16日生．ー1879年10月6日死去）の死を身近に感じながら．
マラルメが恐らく息子の病臥の最中に書き綴った草稿と考えられる。そし
てマラルメがなぜこのような断章を書き残したかほ．当然のことながら不
明（というのほ．マラルメについては様々な不明な点が彼の生涯の事件や
作品の隅隅まで拡がっているからだが）なのである。しかしリシャール氏
の推測によると．この「遺稿」を残したことの裏にほマラルメがそれを品
作化しようとする意志が強く働いていたと想像できるというのである 5)。
アナトールの死後．大きな愛情と希望の対象を失ったマラルメが．どれ低
2) Charles Mauron: Mallarme l'obscur, (1968); E, Noulet: Vingt poemes de 
StゆhaneMallarme, (1972); Mallarme: Pourun Tombeau d'Anatole, introduction 
de Jean-Piere Richard, (1961), Andre Vial: Mallarme, Tetralogie pour un 
enfant mort, (1976), etc. をさす。
3) 以下この書物をRichard:op. cit., として示すことにする。
4) Richard氏は(notes)と呼んでいるが，やはり独立した作品またはその準備のた
めの草稿と思れる。 202篇のいわば断章に分かれている。形式は散文だが，行の改め
方が瀕繁なので自由詩のようにも見える形となっている。
5) Richard: op. cit., pp. 27-28. 参照。
?ど憔悴をみせ，なんらかの「慰め」を求めていたことはきわめて明かであ
ると思われる。 「マラルメの苦痛ほ大きいが，しかし沈黙につつまれてい
た。後日ジュヌヴィエーヴが書きのこしたとこるでは， 『1879年，私たち
ほ私の弟を失なうという甚大な苦痛に見舞れました。 8オのえもいえぬ子
供なのです。 当時私はまだ大へん若かったのですが叫 私が父のなかに
感じとったほどの破滅 (fracas)一ーとはいえませんが，大へん大きな苦
痛が忘れがたい印象を残しました。父ほ， 『ユゴーは〔彼の娘の死に関し
て〕言葉にあらわすことができたが．私にほ．私にはそれが不可能なのだ』
（マラルメの発言）7) というのでした』この発言の祖んとうの重要さにほ今
日まで気づかなかったが， ここに（リシャール氏の書物はこの遺稿発表の
ためのものであった）発表された『遺稿』がそれを確実におしえるだろう。
というのほマラルメほ，彼もまた， 『発言』しようと試み，ユゴー同様に
彼もまた一つの（自分への） 『慰め』を作成しようと思いたったのであっ
た」8)以上．リシャール氏の文章にも暗示されているように，マラルメの悲
歎ほ予期以上に大きく，その悲歎への「慰め」としてこの 202篇の断章を
息子の病臥中に書きとめていったものと考えられるのである。
マラルメの悲歎ほ，しかしながら，これらの断章にのみ表現されている
のであろうか。これが筆者の心にのこる疑問であった。事実1880年，アナ
．． 
トールの死の直後のマラルメの行動にほ一つの思いがこめられていたよう
に思われてならない。1879年末から1880年始めにかけてマラルメはこの「自
然のなりゆきとしての静思黙考」 {recueillementnaturel► に沈潜しながら. . .
も，息子の思い出のためにある一つの作品を記念碑的に組立てようと考え，
その下書きとして断片の形で書きためていったのが，この「遺稿」となっ
たのでほなかろうか。 J.H. Ingramというイギリスの友人に宛てたマラル
6) GenevieveはTournonで,1864年1月19日生れたのであるから，当時彼女はま
だ満15オになっていなかった。
7) ( )括弧の中は筆者の補足文。以下同じ。
8) Richard: op. cit., pp. 26-27. 
?メの手紙9>(1979年12月24日付）のなかで，イングラム氏がその自著をマ
ラルメに贈ってくれたので，マラルメはそのお礼を述べた後に， 「わが家
よろこび エートル
の愛情の的であり喜悦であった子供の不在が，窓ガラスに猛威をふるう戸
外の寒気がそうするように．われわれを凍らせるのです……」10)と訴えて
おり，その年の暮れほマラルメを暗灌たる心境に追いこんだようであった。
マラルメがパリのローマ街 larue de Romeに居を構えたのは， これよ
りはるか以前のことであったがll), 1880年の始め頃から，火曜日の夕方．
人人がこのローマ街のマラルメの家に集まりはじめている。しかしこの週
一度のいわゆる「火曜会」12)の始まりも， その頃はマラルメがまだアナト
ールの亡霊にとりつかれていたために，集った人人の心を沈鬱に陥れてし
まったようであった。しかも同年の夏にはマラルメは病いに倒れ， 2カ月
間ほパリで病床に伏し，その後の予後を Valvinsの寓居18)で静養に専念
せねばならなかったのである。そして同年10年のアナトールの一周忌が詩
人の心に再び喪を甦らせたであろう。 10月16日には Jeanneというマラル
メの異母姉妹14)に向ってこの悲しい一周忌の行事について語っている。
「この記念日はわれわれにとって大へん痛ましかった。この日がわれわれ
の頭を自然の赴くままに過ぎ去った年月へと，たえず連れもどすからでほ
9) J, H. Ingram氏はマラルメの友人として自著 (Philosophyof Handwriting, 
(1879), をDonFelix de Salamancaという匿名で出版した）をマラルメに贈った
らしいがそれに対してお礼を兼ねてマラルメが送った手紙だと考えられる。この手
紙のなかでマラルメは Ingramの著書を「めずらしい」ものだとほめている。
10) Richard: op. cit., p. 28. 
11) 1874年夏にマラルメ一家が，87(後には89)rue de Romeに住居を構えたと娘の
ジュヌヴィエーヴが手紙のなかでいっている。
12) {les Mardis)「火曜会」がローマ街のマラルメの家で開かれて，それが有名にな
るのはヴェルレーヌの「呪われた詩人たち」 LesMauditsが出版された1884年か，
または， 1883年末頃からであった。
13) ヴァルヴァンの地にマラルメの小さな別荘ができたのは1874年8月以後のこと
で，そのときマラルメ一家がこの地を姶めて訪れたのである。
14) sa demi-soeur Jeanneとある。 Richard:op. cit., p. 28参照のこと。
?なく， 『わが親愛な息子はまだ生きていた。あの子は一年前には，あんな
こと．こんなことをしたものだ』と，語り合うことのできた時の流れを止
めてしまうからです」15)と語り， この息子の亡霊がマラルメの心をどれほ
ど左右していたかを暗示しているようである。そして1880年以後はマラル
メの書翰にほ，今日知られているかぎりでほ，死んだ息子への回顧の記録
ほ一切含まれなくなるのである 16)。しかしこのことほ必ずしもマラルメが
アナトールを「忘れ去った」ことを意味しないことほいうまでもない。こ
こに問題の発端がひそんでいるように考えられる。
＊ 
それでほ次にこの「遺稿」の内容にふれることにしよう。リシャール氏
が報じているように，アナトールの悲しい運命とこの「遺稿」との繋がり
ほ曖昧なままである 17)。子供の死とほ大へん近い関係にあるもののように
も， 遠いものだとも解しうるのである。近い関係をしめすと考えられる
イマージュ
根拠ほきわめて明白である。 202篇の断章の仕とんどすべてに喪の姿が明
瞭にあらわれていることによっても察知するにかたくない。喪の傷痕ほ大
．．． 
きく口を開けている。これほど悲しみの感情を親しくしめす文章も作品も
ほかには見当らないのである。しかし，一方ではこの喪の悲しみをなんと
かして乗りこえ，その悲痛を打消そうとする意図もまたかいま見られるよ
うである。 「私ほ起ったことの一切を信ずることほできない一ー一そ
こころ
れを精神のなかで．前向きにまた始めること一一埋葬 など一」 （断章
147)。 この「前向き」の再開という作業を． マラルメほ二つの方向で試
みている。一つほ精神生活の設計としての再開である。即ち一人の人間の
． 
死滅という事実が解消されて．ある限界に達すると，思考{lapensee}の
．． 
なかで非現実化され．絶対的な力をそなえた思考によって． この死滅が
15) Richard: op. cit., p. 28. 
16) Richard: op. cit., p. 29. 参照。
17) Richard: op. cit., p. 31. 参照。
?エサンス
回復され，そして不朽化されるということである。死んだ人間の本質が思
考のなかで不朽化されるといってよい。この人間の回復と不朽化の作業が
文学という行為のなかで完成されるであるうことは，マラルメにとって疑
いを入れないのであろう。アナトールの病気から死にいたる過程の分析，
喪の悲哀，それを文学的手段で回復し，さらにその境地を永遠のものにす
るための方法を見出すこと。以上のことが202篇の断章のなかにしめされ
ているといわれるが18), その断章の配列はどのようになっているのである
たば
うか。 202篇の断章は厚い赤色の封筒のなかに小さな用紙の束になって，
この順序に置かれていたのだが．その順序がいかなる法則に従って定めら
れたのかほまったく不明という低かほない。ここではリシャール氏の報告
をかいつまんでお伝えするにとどめることにする。
まず各断章の形を取り上げると，これらの断章ほあの有名な作品「骰子
一榔••••••」 Un Coup de des jamais n'abolira le hasard. の形式に似たところ
があるが，しかしそれよりもはるかに短い文章の集りであり，一つの断章
としてほ22行を越えるものはないようである 19)。最も短いものでは断章
194のように 4行からなるものも目にとまる。但し 1行のなかの音節の数
ほ少いものほー音節ー語から，長いものでほ10音節20)位が最長のように思
われる。さらに各断章のうち連続する群を形成するらしい 1),?), 3), 4), 
グルーブ
5)などの番号がついた集団断章も存在している21)。要するに「骰子一榔…」. . .  
に似て，いわゆる連合楽符の形を作ってほいるが，各部分の意味が完結し
ていないためか，またほ中断されているために意味の不明な個所が随所に
あるように思われる。
18) Richard: op. cit., p. 31. 参照。
19) 断章22は22行からなり，断章23 (12行からなるもの）へと繋がると解される。
この二つの断章には 1),2)という通し番号がつき，その通し番号は断章26まで，
3), 4), 5)というふうに続いている。但し原文の表記法は (1,(2, (3, etc., となって
いる。
20) 断章186の最後の行は10音節からできている。
21) 断章22から断章26までと， 断章61から断章65までに， 5つ連続の通し番号がつ
いている。従って文章として繋がるものと思われる。
，?
次に意味を理解しうる断章の内容を大まかに分類すると次のようになる
と考えられる。
第1部：子供の健康状態，病気，死にいたる推移をしめす断章。この部
分でもまた後の部分でも Anatoleという名前は一度もあらわれない。「子
供」 {enfant}ということばが死にゆくものを代表し，「小さな」{petit}と
いう形容詞が付加されることがかなり多い。しかしこの第 1部は「遺稿」
全体のなかでは最も重要性の少い部分であって，ただ現実を観察する父母
(pere, mere)の様子と子供の病状の推移を反映しているにすぎない。子
供のおしゃべりや遊ぶ様子を見守る母の描写 (F.9622>, F. 97)・ などもあ
る。しかし同じ断章 (F.97)のなかに「墓，思い出，老人．―その人が
話す」．（断章97),などという言葉が嵌めこまれていて，はっとさせられる
ことがある。23) しかし，子供の発病という冷厳な瞬間が，父や母の心に与
える衝撃についての暗示は強烈である。 「Iの終ーーおお，恐ろしい。彼
ほ死んだのだー一彼は［絶対に一一即ち，打ち倒されたのだと母ほ子供
を見る」（断章53) 。• 以下， F.54, F: 5, F. 98, F. 107, F.108, F.152, 
F. 197などが父母が被った子供の死による打撃の有様を伝え，叫び声とも
空間の裂け目とも判断のつかぬ言葉の断片となって，ときにほドラマふう
な嗅味を帯びて，てんてんとばらまかれている。それらの断章のなかにほと
きおり， I, IT, 皿というローマ数字があらわれるが，これらの数字は断
章のなかの配列をさすのか，ほかの作品（詩篇）などをさすのか，不明で
ある。 ・
「母I。こんな眼をしていてほ（子供ほ）死ぬほずがない，など。ー一父
ほ自分の恐怖心のなかで，すすり泣きを聞かせる。 『彼は死んだ』ー一こ
22) Richard氏の説明では folio(ページ）という言葉で断章を示している。必要に
応じて，それを省略し， F.96, F. 97などとしるすことにする。
23) 墓と老人が対座して，その老人が「思い出」を語る形式は，マラルメの「墓」の
思想の素朴な形であり，それとは逆に，後には，墓の中の人が生きのこった人に語
りかける形式へと移ってゆく。
10 
の波のような叫び声のなかで• I子供ほ・・・」 （断章54) 「ベッドの上に立
ち上り，捜し求める，など一一皿では，多分なにも一ー死についてのく立
証〉はない24)。そしてただ聞く機会が与えられる一ーIIの，『彼は死ん
だ，という空白のなかで一ー」（断章55)。この二つの断章は明かに死の直
まくらペ
前に子供の枕頭に立ちつくした父母の恐怖の様子をやや劇化しつつ，死に
ゆく子供の病床の論理を組立てたものであろう。作品化されるかどうかは
ストロフ
別として，空想の字幕に詩の節にも似た段落をつけていることが頷かれる。
病気という大きな痛撃をうけた父は，母を見すてて．生の世界から死の
世界へと突如として移行している。この打撃の兇暴さが父親としてのマラ
ルメを詩人としての夢想の世界へと引きずりこんだといえそうである。ア
ナトールの病気によって起された苦悩と希望の断続ほ，運命的な一瞬，即
ち，息子の死を境として詩人の記憶と空想を一挙に飛躍させようとしてい
いまわ
るのである。いいかえると意識の世界から無意識の世界へと， 「この最期
の瞬向」 {cemoment supreme}25>を境としてとびこんだのであるが，彼
ほまだ自分のありうべき姿勢に気づいていないのである。この未来の姿勢
をしめす断章としてほ F.124, F. 150がある。そこでは，「この視線は前
レユニョン
向きに〔絶対の〕未来のなかにわれらの会合を追っかける」（断章124),「私
PBア
のなかには， お前は到達できない． 生命も喜悦もない未来の人間（があ
る）」（断章150)という啓示の恐ろしさを知った父親が，最も強く愛情につ
つまれた夢を打ち破られる様子がうかがえるようである。しかしここでほ
ほたして何らかの作品の設計が成立したかどうかほ未分の状態であった。
「父親．その心臓が，あまりにも大きく，やがて失敗に帰すべき計画へと
向って，鼓動している一ー」 （断章13)という一節は，息子の死を予感し
た父親が，この第 1の危機を無為に終らせないための心の準備をしている
24) ()括弧のなかは筆者が補った補足文である。
25) Richard: op. cit., p. 34. 参照。ただしくsupreme► という言葉は人の死に関する
表現としてマラルメの詩篇にも見られる。くleJeu supreme}, (Une dentelles'al;olit 
．．．ではじまる詩篇の第 1節）が同種の用例と思われる。
11 
とでもいった，しかも不安定な心境をしめすもののようである。
第2部：子供の死にさいしての母親の叫び声によって現実の世界をはな
れた詩人の魂は，死という現実のもつ根本的に非現実的な性格を認識する
にいたる。この心境の寓意 (moralite)が第2部の本質であろう。
勿論断章間に明瞭な区分があるわけではない26)。この現実と夢との橋渡
しのような断章は各部分の裂け目をしめすものとして先ず顕現する。「Iと
Ilの分裂…...すべては結びついている一ー」（断章181),「Iから皿への裂
け目，死んだ子供がそこに（いる）」（断章110)。この裂け目のあとには，第
ルセジースマン
2部の中枢を形成する断章のなかで，自分を取り戻すという心の働きがゆ
るやかな速度で再開され．その精神的再統一の断章と化したものがこの第
2部を形作っている。この再統一が完成されるのは第 3部であるわけだか
レパラション
ら，第2部はその状態にいたるまでの精神的「復元」獲得の構造をしめし
ているともいえそうである。さらにいいかえるとこの精神構造はマラルメ
の爾余の作品構造にもよく見られる「弔意」 {hommagesfunebus► の主題
が，このアナトールの場合にも形成されつつあったのではないかと，考え
られるにいたるのである27)。その主題というのほ．先ず地中に深く落ち
こむこと (enfoncement),ついで，墓の底からあらわれるような成熟(ma-
turation sepulcrale). そして栄光の復活(resurrectionglorieuse)28)という
ことになる。この主題が多くのマラルメの「墓と頌」 (Tombeauxet Hom-
meges► の詩篇のなかにも再現されていることほ周知のことであろう29)。
26) 各断章間の論理的な結びつきは不明である。但し連続する通し番号のものは除く。. .. . . 
27) アナトールという真実の子供への弔意が，その子供の優れた素質の思い出への回
顧としてでき上りつつあったとも考えられる。アナトールは事実すぐれた素質をも.  .. 
っており，マラルメにとっては希望の星であったようである。
28) これら3つの言葉についてはRichard:op. cit., p. 35. 参照のこと。
29) 人の死後， その人の名は一時暗黙の闇にとざされ，ついで人人の忘却のなかで
次第に成熟し，そしてやがて栄光へと復活するというのが，偉大な文人芸術家など
の運命の辿る道であることが，有名な「哀悼の乾杯」（テオフィール・ゴーティエの
名誉を賛えた詩篇） (1873年），「エドガー ・ポー の墓」 (1876年）などの詩篇1こす
でにあらわれている。
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,. モルフォーズ
ただこれらの断章の場合には．この変身のなかの第 2部は，現実的な声，即
ちアナトールの声としてあらわれることはなく，もっぱら詩人の心の中で，
魂の声として，死んだ息子に呼びかけているにとどまっている。この第 2
部の性格をしめす断章を「遺稿」のなかから拾ってみよう。
「遺稿」の第 2部に仮りに表題をつけるとすると「病気と小さな亡霊」30),
（断章158)とすべきであるかもしれない。その意味は，病気の子供は現実
にはすでに一つの死者であり，「執行猶予の死者」31)とでもいうべきもので
あり，しばらくのあいだ生命の現実の空間に再び舞い戻った死者にほかな
らない。いわばそれは生存の見せかけへの復帰であるが，さらに精密にい
えば，若干のあいだ， 「死後の時（間）を予想する人間の主錮的占有回復
だ」32) ということになる。「病人は，現在の時点でほ•…••手に入れた未来に
復帰するようにみえる」（断章53)。「そして，すでに，彼は（必死の空間
のなかで，彼を待つ恐るべき未来から帰ってきているのである」（断章69)。
ここでは詩人は生命をはなれたアナトールの存在のなかに，さまざまな長
さをもった「不確実性，混消，眩量」33)を病気にともなう一時的法則として
認めているかのようであり，この消滅していく子供との再会が約束されて
いるかのようでもある。 「彼は死んでしまったのか？〔即ち死にいたる打
撃をうけたのか？〕」（断章69) 「それとも彼はまだ病気なのか？」 （断章
70)と自問する詩人の心の曖昧摸糊たるさまほやがて感情的にもまた理性
的にもその反撓を免れがたいものであり，最も大きな矛盾を含むものであ
った。父親としてほ，子供の病気の後に来るべき世界に思いを馳せている
のであって，父親ほ理想化され永遠化された子供によって夢想される冥想
のなかに逃避していることになる。しかしそのことほ，善悪をのりこえてむ
りやりに子供を死へと連れ去られることによって，現実にほ子供の消滅を
30)'・{La Maladie et le petit fantome► (F. 158). 
31) {un mort en sursis). Richard: op. cit., p. 36. 参照。•
32)・Richard・: op.-cit., p. 36. 参照。
33) {l'incertitude, le melange et le vertige). Richard: op. cit., p. 36. 参照。
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認めることにならざるをえなかった。母親ほそれに反して，全力を振りし
ぼって現前の不幸と戦うが，それによって恐らくは避けることのできない
子供の死という不幸，未来の不幸に反抗する行動の一切の手段を奪われて
しまうのである。二人とも論理的にではなしに，苦悶と希望のあいだの二
者選ーを知っていることになる。父親は希望を撰ぷことによって自分の心
の中の子供の姿を永遠に残そうとし，その死を不朽化するための手段を論
理的にでほなしに手に入れようと狙っているのである。次にあげるのほー
度引用した断章だが， 「彼ほ死んだ」 {ilest mort► (F. 54)という叫び声
をさして，それが第 1部の断章を終結する叫び声であることを意識した断
章である。 「この叫び声の波のなかで……子供ほ」 （断章54) 「ベッドの．．． 
上に立ち上り，彼は捜し求める，など・・・・・・」（断章55)。そして子供は自分. . . 
に何が起りつつあるかを理解しようとつとめ，その視線で父親を求めるが，. . . . . . .
父親ほ彼に答えない。この瞬間から父と子のあいだにはもう一つの闘争が
いっそう陰険にいっそう深刻に開始されるのである。ここではアナトール
わけ
ほ父の企てに全力をあげて反抗する。その理由ほ，父親の企てとしての精神
による永遠化運動によって自分が肉体的に生き残るチャンスを完全に葬り
去られることを，子供ほ本能的に察知しつつあるからであろう。断章 195
ほこの闘争の正確な反映であると考えられる。 「父と息子，二人のあいだ
の闘争。一方ほ息子を、蔽奢-——痙愴iレ＿のなかに保つべく，他方は生存の
ためにまた立ち上って••…•など一ー中断，欠乏」（断章195)。最後の「欠
乏」と訳した {carence}という言葉ほ，恐らく {carenceaffective}34)の
きずな ・
意味だと想像されるが，そうだとすれば，父子のあいだの愛情の絆が切れ．．．．．．．． 
るかまたほ欠乏しつつあることを意味するのであって，それ以後の父子の
あいだの愛情の繋がりは中断し，やがてその関係ほ終焉することを意味し
ている。従ってこの断章ほ重大な意味を含むものであり，それ以後父親ほ
「恐ろしい秘密」の保持者として，その「秘密」を息子に打明けることに大
きな踏躇を覚える時期に当面することになる。この「秘密」の伝授にとも
34) 「愛情の欠乏」を意味する。
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． 
なう父子の争いの裏面では，もう一つの闘争が行われている。それは虚無
おか
(le neant)のゆるやかな侵入によって．子供の病気に冒された肉体が，浄化
され，理想化されてゆく闘争である。そのほか，この親子のあいだに一人
の若い娘があらわれ， 子供の潜在的恋人として， 子供の口からその失っ
た恋を歎かせる光景がみられる。 「ああ，男でなくてよかった。けどその
眼•••••そのロー一誰がこのように話すのか？ 多分彼の恋人だ。ーーおお，
恋人よ，ぼくが愛したかもしれぬ娘よー一」（断章140)と息子の歎息が聞. . . 
えるようである。もう一つは死またほ死の神の侵入である。 「私は，おお，
死の神よ，お前の力量を知っている……人間の才能にたいしては無力でも，
やはり人間の死だ。人類，世紀，（墓）石，墓と同じほど」（断章121)。死の
神との対話や闘争においても人間は才能の限界まで闘わねばならないのだ。
死の神の勝利の意味を絶滅させるための闘争である。息子の恋人と死の神
の侵入ほ父親にとって予想外の邪魔者であったにちがいない。またこの闘
争の意味するものほ何か。その解決ほ容易ではないと思われる。
第3部：ここではすべては完結し，取り返しのつかない仕方で決定され
つつあるように見える。死の影はもはや第 1部の最後の叫び声が虚偽の警
報であったことの反響をわずかに残すのみである。 「Ilのなかでは，死に
ついてく確認されるもの〉ほ多分ありえない…… IIlの『彼ほ死んだ，と
いう）』空白のなかでーただ聞く機会が与えられる」（断章55)という説明
ほこの第 3部の成立の条件にさえなっており， 「子供の幻覚にたいする埋
嘉．…•そら．このやさしい眼を閉じなさい。知ってはいけない．一一私が
引きうけるのだーーさあ続けて！そうすればお前は生きられるのだーー」
（断章106)。ここで新しいドラマが詩人としての父親の手で，まるで魔法
のなかのように，展開されようとしていることがわかる。生死を境とする
魔法の成功にマラルメは全力を傾注せざるをえないのであろう。子供自身
によって摘みとられた野の花が，子供の墓を飾る光景が想定されてくる。
「落のためにと摘まれた花が， lI'そこへ置かれ，菜（を）父親（が作る）
一」 （断章98)というふうに文章を補なうことができるとすれば，子供
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の魂の休息ほ少くとも確保されており，その永遠化への舞台ほ徐徐にでき
あがってくる。断章間に横たわるテーマは，われわれには次第に明腺と
なる意図のもとに，第 1部から第 3部へと， 半ば現実的に半ば架空の構
想として，詩人の夢の奥底に定着しつつあったように見えるのである。骨
子だけではあるが．これが「死のなかに含まれた絶対」， (l'absolucontenu 
en mort)35)のできあがる過程であり，いわゆる「思考」{pensee)の絶対性
のなかで昇華される素材となりつつあることが頷かれるようである。
ここで，第 3部のもつ詩的現実としての「思考」がやや悲劇的な傾斜を
辿っていくことに気づくのである。それは「墓」という素材をめぐって展開
． 
される傾斜である。子供の入棺の作業を乱暴(lesbrutalites)だと見たり36),
埋葬の具体的な行為や葬儀人夫を想起して．その無情な行動を描いたり 37),
「墓」と題して墓石の前のすすり泣きや献花をもってする袂別を， 「重々
しく一~つらい作業」の積み重ねの細部などを，次次に説明する 38) 。 ま
た父も母も今後ほほかの子供をもたないことを誓って，彼（アナトール）
のために掘られた墓穴に二人の人生の終りを見たりもしている39)。またほ
んとうの眩最を感じ，自分も子供とともその墓穴に横たわる感覚を抱い
て40), 子供の死が親に与える哀切の限りを数数の断章のなかで歌っている
ともいえる。 「彼は死とともに私たちの墓を掘ってくれたのだ。借り受け
た墓地」（断章105)。このような表現が現実の墓と架空の「墓」との距離を
うつつ さまょ
縮めて，夢現の世界にマラルメの魂ほ往径いほじめているといっても過言
ではないように思われてくる。以上の断章のうち墓や墓地に関するものが，
第 3部では有力な題材となりつつあることほ否定できない。この頃からマ
ラルメの頭のなかに「墓と頌」41) の詩群の構想がおぼろげながら形成され
35) Richard: op. cit, p., 38. 参照。
36) F. 32. 参照。
37) F. 174. 参照。
38) F. 132, F. 133. 参照。
39) F. 17. 参照。
40) F. 39, F, 79. 参照。
41) {Tombeaux et Hommages}と題する偉大な文人芸術家などの追悼の詩の一群
をさす。
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つつあったと見ることは誤りであろうか。
父親によって犠牲となった子供の姿勢はたとえそれが無意識ではあって
も，父親には大きな負担になるのは当然である。第 3部の主要テーマの一
つほくperesacrificateur}「犠牲を捧げる父親」 （断章139)であり，子
供はこのような運命に甘んじているように見える。犠牲を捧げる父親には
母親が反抗するのほ当然であろう 42)。 「墓に捧げる犠牲」 （断章94)は母
親の愛情の必然の結果ではあるが，父親にとって現実の墓はもはや眼中に
ほない。 「墓」を建てることが作品のなかでのみ可能となりつつあるマラ
ルメの心境ほ，恐らくこの母親の反抗への代賞として熟しつつあったので
ほあるまいか。母親にとって子供を鄭重に葬むることほ信仰の問題であり．
愛情の問題であるわけだが．父親ほ信仰や愛情を乗りこえたところに犠牲
の「墓」を建設しようとしていたのである。両親は各各の側にあって別別
の「墓」を建てようとし，相手の心境を顧みるいとまもないのであろう。
断章111ほ二人の念願がここにいたってどれほど食いちがい， 離れ離れに
なりつつあるかを如実にしめしているという低かはない。 「Il[ 墓一一宿
フルユイ
命よ．＜行け〉ー一父一『彼ほ死ぬべきだった一ー』母ほ自分の子供につ
いて人がこのように語るのがいやなのだ。ー一そして父ほ．子供として完成
された運命に復帰する」 （断章111)。ここでは思考が作品として結実する
直前の状態をしめすものとして，父と母の心境の相異が率直に表明されて
いると見ることができる。 「墓．宿命．父」そして「彼（子供）は死ぬペ
きだった」という句がやがて到達するところは「墓」の思想にほかならず．
その「墓」は生前のアナトールの生命への賛歌として甦えるべき運命にあ
ったのである。ただアナトールというマラルメの実子の死にまつわる「墓」
が．眼前に展開された死によって濃く喪の色に染め上げられることは避け
がたい必然であった。子供の死を精神世界からの解放とみる思想も当然み
られるが，子供をその生命への悲しい屈従から解き放つことは． 「卑しい
社会，彼を恐らく圧しつぶすにちがいなかった」（断章201)社会からの解
42) F. 94. 参照。
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放であるのみならず． 「死という絶対的破滅」 （断章84)を乗りこえて．
ーそう純らかで一そう美しい彼自身の真理の再発見が可能となる道でもあ
った。詩人は，子供の魂の解放へと通ずる道程をわれわれ読者に．この「遺
稿」のなかで十分にはしめしてくれない。その提示のための枠をどこに求
めるかほ，秘中の秘として，読者の前には明かにされていないのである。
「遺稿」のなかで知りうることは，この秘中の秘として子供の魂の解放を
おこなう場所を，この第 3部に属すると思われる断章のなかでおしえてく
れているらしい，ということである。子供の解放を寓意する筋道がしめさ
れていると思われる断章は次の二つであろう。 「恐らく，儀式一一葬儀な
ど一要するに世間の人人が見たもの一〔埋葬，ミサ？一ーを言外に含
から
ませること」（断章156),「それを内輪にひき戻すためには一一寝室ー一空
の一ー不在一ー開かれた一一子供がわれわれの手許に帰るために，彼の不
在が終る瞬間一ーそれがこの第 3部になりそうだ一」 （断章157)。これ
ほマラルメの独自の婉曲な表現であるが，一つの状況を暗示している。これ
に類する状況がマラルメの作品のなかでかなり瀕繁に応用されていること
に気づかれる読者も．多いことと思う。 「エロディアード」や「骰子一
擦…」のなかでも表現こそちがえ．われわれの行動の一部を代表するものと
J-トル ・・・・・・・して．巨匠43)ゃェロディアードがそれぞぞれの作品のなかで織りなす状況
として設定されていることに気づくのである。しかしこれらの作品よりも
っとアナトールの死と接近して存在するのが．マラルメ晩年の三部作のソ
ネット 44) とその前後に置かれた 1• 2の作品45)であることに眼を向けるこ
とほ当然であろう。この種の「墳墓の対象」 {l'objets~pulcral► として最
も代表的なものほ． 「墓と頌」 {Tombeauxet Hommages}の一群の詩で
43) {Le Maitre), という「骰子一撼・・」の登場人物をさす。
44) Mauron著Mallarmel'obscurのなかでくtriptyque),と呼ばれている三つのソ
ネット，即ち， I: Tout Orgueil fume-t-il du soir, …， I: Surgi de la croupe et 
du bond…, ][: Une dentelle s'abolit .•. という詩行でそれぞれはじまる作品をさす。
45) いわゆる {yx)のソネットと，「マラルメ詩集」の巻末から二番目のくAla nue 
accablante tu…〉ではじまるソネットをさす。
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あるが．その前後におかれた 3• 4のソネット 46)にも， 喪の典型的な形
態が再現されているように考えられる。就中 (Sespurs ongles tres haut 
dediant leur onyx…〉にはじまる有名なくyx) のソネットと， {Tout
Orgueil fume-t-il du soir, . }に始まる 1篇に続く 2篇のソネットであろ
ぅ。それでほアナトールの「墓」は，どのように詩の作品となって結実した
のであろうか。それは抒情詩として，また劇詩としての形式を採用するも
のであることが予想される。 「遣稿」の第 3部の断章はいわばアナトール
の喪を通して準備された抒情的劇詩への導入部に近いものを含んでいるよ
うに思われるのである。少くとも「遣稿」のこの部分は，アナトールの「墓」
にふさわしい調子を帯びた断章に満ちているといっても過言ではない。し
かしその思考の作品への結実ほマラルメ独自の技法として，晦渋な径緯を
辿ることが予想されるのではあるが。
(A Suivre) （本学教授）
46) 注44),45)参照。 (1977.7.7.) 
